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で21%) が地場石材による石垣をもっており，初期に開発された神戸，芦屋，西宮，宝塚市内の 7 つの住宅地では22
%から66%の宅地で地場石垣が現在も存在していることを明らかにしている。さらに，これらの地場石垣が宅地の細
分化や更新を契機として減少している実態や，地場石材の流通が途絶えている現状を示している。
(4)風土的景観特性は風土的素材を新たな状況に適合させながら利用し，続けることによって持続することを論じ，新た
に出土する石材や廃棄されようとする石材を保存活用するシステムや現代的なデザイン手法の創出を含む，今日の
住宅環境に適合した地場石材の活用手法の開発によって，山麓斜面地住宅地において風土的な景観を維持・継承し
ていく方法について提言している。
以上のように，本論文は，阪神間・六甲山麓部の斜面地住宅地を主たる対象とした環境的・形態的特質の分析を通
じて環境の風土性を認識する視点を提示するとともに，特に地場石材が風土的景観特性をもたらしていることに着目
し，環境計画において地域性を反映しさらにそのような環境の特徴を維持していくことを可能とする方策の提案を行
なっており，環境工学の発展に寄与する所大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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